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研究成果の概要（和文）： 
1978 年末以来の中国の改革が“私利”を核とした社会システム全体の転型であることに呼応
して、中国共産党自身にも“私化”傾向が著しく、組織としての私人性に加えての“私利性”
は“領導核心作用”なるレトリックの正統性に深刻な影を落としている。 
 最終的には、この党組織は、内外の環境変化から危機的様相を強め、存続そのものが危殆に
瀕しているかの如く見えるものの、これら変化を所与の好機として、この世界最大の政党にし
て最大規模の利害集団はその存在基盤を再鋳造し、新たな存在根拠を強固なものとしつつある
ものとの暫定的結論を得た。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 Having identified the CPC as an “organization”, the CPC’s existence, although 
seemingly in crisis during a period of reform and opening up, has been ultimately with 
the critical elements strengthened by the internal and external environmental changes. 
Taking those changes as a good opportunity, the largest political party in the world and 
at the same time the largest-scale interests organization, is being reinforced by the 
restructuring of its base of existence and then consolidating its new raison d’être.  
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１．研究開始当初の背景 
 移行期中国にあって、市場化の浸透、分権
化改革の進展にも関わらず、中国共産党は依
然として、あらゆる側面において《万能の神》
の座に依然君臨しているが、この中国共産党
という中国政治の核に対するわれわれの智
識は十全なものとはいえない情況にある。 
 他方、近年著しく国際的存在感を高めてい
る現代中国の動向を精確に把握するという
実践的要請に加えて、社会主義からの移行過
程裡の中国の現実的様態から新たな政治社
会発展理論を構築するという学術面の要請
に基づき、中国共産党なる政治的存在をあら
ゆる側面から、従来の個別研究の粋を糾合し、
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総合的に再検討することが喫緊の課題とな
っていた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、現代中国政治における最重要の
核としての中国共産党を俎上に載せ、この政
治組織を政治社会学的な実証的分析手法に
より、権力構造、組織制度面の分析から、そ
の社会的存在という側面に至るまで、総合的
且つ実証的に把捉し、中国共産党という政党
組織、政治権力集団の“断面図”を描き出し、
中国政治の原点を再検討することを目的と
した。 
 
３．研究の方法 
 前項記載の目的を達成するため、本研究で
は、中国共産党に関する制度論的分析と政治
社会学的手法に基づく党および党員に関す
る広範なアンケート調査を方法として採用
した。 
 制度分析は、中国共産党のさまざまな制度
規定の内容を対象とし、内部昇任、賞罰制度、
幹部登用制度、各級党組織間の関係あるいは
党費納入／管理制度、更には、党と行政機関
との関係，すなわち“党政関係”等々の組織
内規定、規則、ルールを対象として、「内部
文件」、「国内発行」等と称される党内部の非
公開文献を含めた広範な文献蒐集を行ない、
書誌文献調査を主な手法とした。 
 後者では、中国共産党および党員に関する
アンケート調査、意識調査を実施した。(1) 
非党員大衆層、(2) 地方党員層、(3) 予備勢
力層および(4)党エリート層をそれぞれター
ゲットとして、党員の意識と行動および中国
社会裡に存在する党／党員イメージを、中国
側研究カウンターパートの協力の下、アンケ
ート手法により調査した。併せて、各レベル
の党関係者からのインテンシブなヒアリン
グ調査によってこれを補完し、研究期間全体
を通じて本邦内に設置した月例研究会『中南
海研究会』で制度分析、アンケート調査の解
析を進めた。 
 
４．研究成果 
 制度調査を核とする書誌的調査とアンケ
ート手法による実証分析から構成された本
研究から得られた知見としての主要成果は、
概要、下記の通り。 
- 党をめぐる外部環境の変化（イデオロギー
の失効、党細胞機能の弛緩、正統性疑義）に
より、従来この党が保持して来た磁力、磁場
が急速に減衰している。この組織は、外部環
境の不確実性と内部構造の弛緩から、今なお
“領導核心作用”を保持しつつも、混沌／攪
乱相をも裡に胚胎している。なぜなら、1978
年末以来の改革が“私利”を核とした社会シ
ステム全体の転型であることに呼応して、党
自身も“私化”傾向が著しく、組織としての
私人性に加えての“私利性”は畢竟“領導核
心作用”なるレトリックの正統性に深刻な影
を落とさざるを得ないからである。 
- 本研究では、この党組織が改革開放期にあ
って、果たして内外の環境変化から危機的様
相を強め、存続そのものが危殆に瀕している
のか、それとも逆にそれら変化を所与の好機
として、この世界最大の政党にして最大規模
の利害集団がその存在基盤を再鋳造し、新た
な存在根拠を強固なものとしつつあるのか
を見極めることを最終的設問として掲げ、前
者の立場を「黄昏（＝ダスク）ポジション」、
後者の見方を「黎明（＝ドーン）ポジション」
とそれぞれ名付け、両ポジションを検討した
ところ、本研究としての暫定的判断は黎明ポ
ジションにヨリ近いものとなった。 
 その背景要因は、党自身がこの変容＝“組
織危機”に関して、一貫して積極的なアクタ
ーであったということ（加えて、予防的に、
“異議申し立て者”＝反対勢力 opponent の
伸張を封殺すべく、内部へと取り込み co-opt、
抱き込む embraceしようとする予防的サバイ
バル戦略 preventive survival strategy の
成功）、並びに潜在的な“異議申し立て者”
＝反対勢力自身とて、明確に現体制の一部を
なしており、決して外部から現体制に対抗す
る“チャレンジャー”ではないことが挙げら
れる。 
 とはいえ、政治変動は、経験則に従い、何
らかの予兆を伴い、その累積の上に、予定調
和的に発生するものではない。現代中国にも
不可知要素は溢れており、現存の均衡が破綻
する可能性は排除できない。変容は如何なる
経済発展段階でも発生していることは銘記
しておかねばならず、本研究をベースに第２
期中南海研究会を継承発展させる必要性は
まさしく茲にある。 
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